
出典：大阪府・大阪市スーパーシティ構想再提案資料（2021年10月15日）大阪府・大阪市

Society5.0の推進社会変化

・サイバー空間とフィジカル空間を高度に融合させたシステムによって開かれる「Society5.0」の実現に向け、全国
的な取組がすすめられている。大阪市においても「大阪モデル」のスマートシティの確立を促進するためスーパー
シティ構想を実現し、人口減少、超高齢化社会への対応をめざす。
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F.技術開発の動向

【大阪府・大阪市スーパーシティ構想に関する国への提案（抜粋）】



【NFCタグを利用した街路樹の情報管理システム】

ICT活用の機会増加社会変化

・ICTは農業や医療、教育、観光、建設・土木分野の分野で積極的に導入が進められており、造園分野においても、
管理、施工の分野でICTの活用が増えてきている。

・また、位置情報や人の行動履歴、消費行動等に係るいわゆるビッグデータの効率的な収集・共有が期待される。

【「TeamViewer フロントライン」を活用した遠隔支援】

出典：Motto AR HP 日比谷アメニスの取組
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F.技術開発の動向

出典：大阪大学 大学院工学研究科環境・エネルギー工学専攻
矢吹 信喜教授研究室

【全国の人流オープンデータ（1kmメッシュ）】

出典：（一社）街路樹診断協会HP

【GIS（地理情報システム）を使ったニューヨークの街路樹MAP】

出典：G空間情報センター（国土交通省政策統括官）
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みどりを活用した取り組み事例

F.技術開発の動向

57出典：東邦レオ(株)プレスリリース 「樹木のCO2吸収効果の数値化およびシ
ミュレーションを可能にする「みどり生態系サービス評価システム」を開発

《平城宮跡歴史公園におけるスマートチャレンジ》

国営平城宮跡歴史公園は、国営公園を舞台として
AI やIoTなどの新技術を活用し、公園の抱える課
題の抜本的な解決や、公園利用者サービスの創出
などによる一層の魅力向上を目指す“パークス
マートチャレンジ”に取り組んでいます。

出典：国営平城宮跡歴史公園スマートチャレンジ、
NECプレスリリース「平城宮跡歴史公園でローカル5GやMRを活用した新たな観光体験の実証実験を実施」

樹木が持つCO2の吸収効果を数値化することで、
カーボンニュートラルの実現や都市環境問題の対
策に向けて有効活用するための、みどり生態系
サービス評価システム『U-GREEN』（Urban Green
Resource and Effect Evaluation）のサービスを開始
（東邦レオ株式会社）

《みどりの生態系サービス評価システム》



新しい技術を活用したみどりの創造、みどりを活かした技術開発、社会
実験の展開

みどりに求められる役割の変化

F.技術開発の動向
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アプリを活用した縄文バーチャル体験
（下野谷遺跡公園の現地で楽しむコンテンツ）

出典：西東京市HP

市民への情報提供ツールとしてのLINE活用
（福岡市 LINE Fukuoka）

出典：福岡市HP「福岡市LINE公式アカウント

公園へのデジタルサイネージ設置（豊中市千里中央公園）

出典：豊中市HP「デジタルサイ
ネージを活用した健康づくり支援実
証実験をスタート」

イノベーションを生み出す場としての役割



G.新しい開発インパクト、官民連携
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《2025大阪・関西万博》
期間：2025年5月3日～11月3日 185日間
テーマ：いのち輝く未来社会のデザイン
約2,800万人の来場者と、約2兆円の経済
効果が見込まれている。

動向 2025大阪・関西万博の開催を契機とした大阪の魅力発信

・2025年に夢洲で開催予定の「大阪・関西万博」は「持続可能な開発目標（SDGs）達成への貢献」および「日本の国
家戦略Society5.0の実現」をめざしている。万博には人・モノを呼び寄せる求心力と発信力があると言われ、万博
開催時・開催後も魅力ある大阪を内外に発信することが求められる。

【2025大阪・関西万博会場周辺のインフラ整備】

出典：国際博覧会推進本部資料
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G.新しい開発インパクト、官民連携


